
  

 

 

 

 

 

 

 

  

ご挨拶 

皆様こんにちは。今年の夏は暑い日が連日続きま

した。少しずつ涼しくなってきましたがいかがお

過ごしでしょうか。 

最初に皆様にご報告があります。７月３日に名古

屋キワニスクラブ様から「社会公益賞」という素

晴らしい賞を頂くことができました。（新聞記事参照） 

これは私たち団体にとって大変喜ばしいことであ

ります。この場を借りてご報告させて頂きます。

名古屋キワニスクラブ様始め、関係者の皆様、本

当にありがとうございました。今後ともご支援、

ご協力の程宜しくお願い申し上げます。 

話は変わりまして、先日こんな記事がネット上で

出ていました。 

 

「施設出身者大学就学支援 「努力報われる制度」 

歓迎の声、来年度７人対象 静岡」 

2015.8.21 07:07 

児童養護施設や里親など社会的養護の下で育った

子供が２０歳以降大学などを卒業するまで、生活

費や学費を助成する制度が県内で始まり、今年度

は県中部の女子学生１人が助成対象に選ばれた。

県によると、来年度は７人が助成を受ける予定で、

経済的に苦しい環境に置かれている施設出身の子

供たちの大学への進学を資金面で後押ししていき

たい考えだ。 

 

これを読んでいて、こうして「行政」がバックア

ップするしくみがもっともっと増えること、この

しくみが当たり前の世の中になることを目指して

いきたいと思いました。そのためには当事者団体

として様々な角度からアクションを起こす必要が

あると改めて感じました。 

今年度の目標は「顔が見える仲間づくり」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なごやかサロン等通して少しずつ形になってきて

います。11 月 8 日には会員さんと交流する内容

のイベントを企画予定です。 

最後になりますが、当事者同士が負担なく、無理

なく、できることを楽しくやっていきます。今後

ともご支援・ご協力宜しくお願い致します。 

理事長 蛯沢 光 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お仕事の方がありがたいことに大変忙しいとい

うか充実しております。おかげ様で昨年と今年

に開設した小規模保育事業所も片方はほぼ満所、

もう片方は満所になりました。また 8 月末に結

果が出ましたが、新しい事業の採択があり、通

過しました。10月より子育て支援センターを開

設予定です。仕事もプライベートも充実で情熱

的な日々を送っています。（蛯沢） 
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みなさん、こんにちは。今年は暑い夏を乗り切る

のが大変でしたね。やっと暑さも落ち着いてきた

感じで、ホッとしています。お盆休みには白馬に

行って、八方尾根や栂池自然園を歩きました。パ

ラグライダーにも乗りました。たまには、気分を

リフレッシュさせることが大切だと思いました。

秋にはみらいのイベントがいくつか行われます。

お時間が合うときには、ぜひ参加してください。 

(外山) 

 

大学を卒業し、就職して半年が経ちました。あっ

という間の半年間だったような気がします。まだ

まだわからないことがたくさんあり、自分の非力

さと無知さを痛感しています。７月に自立援助ホ

ームの女性スタッフ研修に参加させていただきま

した。同年代からベテランまで、様々な方がみえ

ましたが、色々なお話が聞けてとても良い刺激と

なりました。残り半年も多くのことを学びながら

頑張りたいと思います。    

    （浅井） 

 

8 月に入り電気工事の仕事が大変忙しくなり、8

月 25 日までで 2 日しか休めておりません。お盆

も工場のラインが止まるので、停電工事が入り大

変でした。更に 36℃以上の猛暑日が続き毎日しっ

かり汗をかいたのに体重は思ったより減っておら

ず残念。9 月からは四日市市でパチンコ屋の新築

工事が始まり２ヶ月半みっちり仕事になります。

大変ですが自分の為、家族の為、頑張ります。 

お店の方もスタッフ一同頑張っております。なご

やかサポートみらいにも出来るだけ参加するよう、

努めて参ります。今後ともよろしくお願いします。 

（関戸） 

 

朝晩だいぶ涼しくなり秋を感じるようになりまし

た。さて、私の近況報告ですが...小学生 2人の子供

は夏休みになり、家でゲーム三昧です(^_^;)ゲーム

から離れてほしいと思い、お盆休みに家族 4人で

岐阜県にキャンプに行ってきました。 

昼は川の流れを利用し、泳ぎの練習&生き物探し！

上流の川は大人には厳しい冷たさ…子供は強い！

夢中で遊んでいました。夜は、子供達が[大人は休

んで！僕達がお肉焼いてあげるから!]と焼き始め

ました。お肉のニオイに自分達もお腹が空き食べ

る事に専念...結局 親が焼き担当になりました

(^_^;) 

包丁の使い方や火おこしなどを少しづつ教えて、

早く食べるだけの側になりたいと思いながらも子

供達が自然の中の楽しさを満喫してくれて良かっ

たです(^_^)v            （小林） 

 

仕事に追われて忙しい毎日を過ごしています。 

今年も昨年に引き続き、あいフェスタを開催しま

す。開催日や場所が決まり準備が進んでいます。

里親普及啓発のイベントです。一人でも多くの方

に里親制度を知って頂ければと思っています。 

そろそろ暑い夏が終わり、涼しい秋になるとよい

ですが・・・・。          （清水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎回行く度に「いいな」と思います。子どもたち

が自主的に取り組む姿や栄養士さんと関わる姿が

本当にあたたかい雰囲気で何とも言えません。ま

た午後の研修も子どもたちが興味も持てるような

内容で構成されており、「すごいな」と思うことば

かりです。もっともっと積極的に当事者が関われ

るように関係を構築していきたいです。  (蛯沢) 

 

６月６日の第２回いずみサロンに参加させていた

だきました。今回もとても有意義な時間を過ごす

ことができました。特に午後からのプログラムは

ロールプレイで、実際にその職業に就いた時の収

入を想定した人生ゲームでした。子どもたちは楽

しみながら自立について考えることができたので

はないかなと思います。また参加したいです。 

（浅井） 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

参加者は 37名でした。「里おじさん・里おばさん

活動について ～いわゆる週末里親体験記～」を

テーマに忠平 守さん（岐阜県 3 日里親）より、

「里親支援専門相談員としての体験から」をテー

マに石田 公一さん（子ども家庭支援センター麦

の穂相談員兼里親支援専門相談員）にお二人の方

から大変貴重なお話を頂きました。ありがとうご

ざいました。後半の交流会も盛り上がったようで

す♪                 (蛯沢) 

 

○●参加者の感想●○ 

・週末里親や季節里親を考えたいのでとても参考

になりました。 

・体験者の生の声を聞けてとても勉強になった。

是非、ボランティアに参加したいと思いました。 

・児相職員さんに要望を伝えられた。岐阜県のシ

ョートの様なことを名古屋でもやってほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月、7 月のなごやかサロンに参加しました。お

昼を食べながら、色々な方とお話できるのはとて

も楽しいですし、ちょっとした息抜きにもなりま

す。まだまだ始まったばかりのなごやかサロンで

すが、今後さらにいろいろな方が参加してくれる

といいなと思います。       （浅井） 

 

今回初めてなごやかサロンに参加しました。施設

を退所してから現在の様々な悩みや葛藤について、

他の施設職員さんも交え、共有する事が出来まし

た。また、それぞれの施設の特徴や問題点・良点、

職員さんの悩み等についても話し合う事が出来ま

した。雰囲気は、かなりリラックスでき、まるで

施設時代に戻ったようでした。児童福祉の現場で

働く方々や施設出身者によって、社会的養護に関

する課題が自然と出てくる場でもあり、居場所で

もあるように感じています。      （藤田） 

 

先日のなごやかサロンでは、施設出身者として自

分がどのように大学に進んだか、どんなことを感

じて過ごしたのかについて話させて頂きました。

参加した多くの方々ともお話しさせて頂く機会も

あり、社会的養護について真摯に向き合う皆さん

と情報交換できて、本当に有意義でした。参加さ

せて頂いて印象強く感じたのは、皆様が本当に恵

まれない子どもたちが置かれている現状について

一生懸命に理解しようとしていた事でした。社会

の大多数の大人や子どもは児童養護施設や里親に

ついて全くと言っていい程知らないと思います。

そのような環境も、恵まれない人たちにとって不

自由な現状を作り出している要素の一つだと思い

ます。サロンに参加されていたような方々が増え

れば、社会的に不利な立場の人たちにもっと親切

な世の中になっていくと思うので、なごやかサロ

ンのような機会を大切にしていきたいと感じまし

た。                 （久保） 



 

 

 

 

 

 

参加者は 18 名でした。その内高校生の参加も多

く、非常に有意義でした。高校生と大人（施設職

員・里親等）に分かれて話を聞ける形式にしまし

た。高校生は進学経験者による話、大人は進学支

援に関する様々な悩み等を共有し合いました。と

ても貴重な時間だった思います。最後の個別相談

会でも高校生が真剣に話をしている姿を見て「自

分のことになっているな」と感じ、大変嬉しく思

いました。（蛯沢） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お風呂では、顔に水が掛かるだけで泣いていた息

子。保育園での水遊びが始まり先生に聞いたとこ

ろ、プールに入る前から大泣きで顔に水が掛かる

と怒ってしまうとの事。親としては、そんな息子

の姿も愛しいものですが、できれば楽しんでほし

い！家のお風呂でも水遊びをさせて慣れさせよう

と頑張りました！おもちゃを持たせたり一緒にな

って水でパシャパシャ。今では自分からタオルを

持ってお風呂場に向かいます。夏の出来事でした。 

（関戸） 

 

 

 

●９月２７日(日) 

全国の社会的養護等当事者を支える④ 

11：00～16：00 

名古屋芸術大学東キャンパス 1号館 

アッセンブリホール 

施設出身のシンガーソングライター松本哲

也さんが愛知県に来てくれますよ★また施

設で育った方々のトークもあります♪ 

※詳細はなごやかサポートみらいの HP を

ご覧ください。 

 

●１０月４日(日) 

あいフェスタ（里親普及イベント） 

※同封のチラシをご覧ください。 

 

●11 月 8 日(日) 

 なごやかサポートみらい法人設立 2 周年の

日に「会員の集い」を開催します。詳細は

同封のチラシをご覧ください。 

 

 

 

●平成 27 年度会費納入にご協力ください。 

●当団体では食材等の寄付も募っております。

ご協力頂ける方はご連絡ください。 

 

 

 

 

正会員 25 名 ・ 8団体 

準会員 14 名 ・ 4団体 

計 39 人 ・１２団体 

 

なごやかサポートみらいは、会員さんから頂いた会

費や活動に賛同頂いた方からの寄付金や助成金を

使って、運営・活動をしています。なごやかサポート

みらい役員一同心より感謝申し上げます。 

 

 

通信№33は平成 27年 11月発行予定です。 


